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助成：平成 28 年度京都市立芸術大学特別研究助成 No.2016-010 
1．バルセロナ大学における実地調査
2．京都市立芸術大学における授業での取り組み














体されたまま地下室に 40 年眠っていたが、2010 年、万博記念機
構によって “ 池田フォーン ” が、さらに 2013 年、バルセロナか
ら来日したバシェ研究の第一人者マルティ・ルイツ氏と、もと
もと EXPO’70 開催時にバシェ氏の制作を手伝った川上格知氏と
によって、“川上フォーン ”“ 高木フォーン ”が修復された。また、
その後、2015 年 10 ～ 12 月、京都市の「アート・イン・レジデンス」により招聘されたマルティ・
ルイツ氏と、京都市立芸術大学彫刻専攻の学生およびその指導教官・松井紫朗先生により修復
されたのが、現在、京都市立芸大にある“桂フォーン”と“渡辺フォーン”である。この“桂フォー
ン ” と “ 渡辺フォーン ” の修復活動を通して、バシェの音響彫刻にすっかり魅了された私は、





























































































































～　その 2．“ 冬の花 ” の可能性を探る
2015 年 12 月から、作曲専攻 3,4 回生ゼミ（「作曲Ⅱ」）で、“冬の花 ” の可能性を探り始めた。





2016 年 4 月から「作曲Ⅱ」のゼミメンバーも入れ替わり、新たな 6人でスタートした。今
度はピアノの即興演奏やプリペアードピアノと “冬の花 ” のコラボレーションなどを試みるう









11．ミニチュア音響彫刻 “冬の花 ” 
12．I 君が考案した音響彫刻の記譜法（抜粋）
90 バシェの音響彫刻の可能性を探る
フや足音などが組み込まれたシアターピースで、中央に据えられた “冬の花 ” は、舞台装置で
もあり、楽器でもあり、また主演者（作曲者自身）と対等な関係にある共演者でもあった。こ
の 2作品は 6月 14 日に学内で行われた作曲作品研究発表会において初演された。“冬の花 ” が
我々の元に出現してから半年たってようやく、我々はそれを不自由なく使いこなし、自分たち
の楽器と思えるようになった。そうして “冬の花 ” はみごとに開花し始めたのである。




































10 月 26 日の昼休み、我々作曲専攻有志で、ミニ音響彫刻 “ 冬の花 ” を使ったコンサートを行
うことになった。プログラムは前述の I君作曲「白い箱」と、私の作品「Howling to the 
moon」からの抜粋版、の 2曲である。
I君の作品「白い箱」は、伴盤ハーモニカ 3台が “ 冬の花 ” を三方から囲むようにして演奏
する。この時 “冬の花 ” を演奏した O君は、今年 6月開催された作曲作品研究発表会でも “冬
の花 ” を用いたシアターピースを書いており（第 2章‐その 2にて記述）、今回の演奏ぶりか
らも、音響彫刻にずいぶん慣れ親しんだきたことが見て取れた。
私は 11 月の「音響彫刻ライヴ vol.2」のために、
コントラバスと桂フォーンのために新作を書いて
いたが、「ムジカジカン」では、桂フォーンのパー






2016 年 12 月 7 日の京都新聞夕刊「＠キャンパス」
というコーナーに「音響彫刻ってなんだ？」と題







2016 年 10 月 30 日、私とプロフェッショナルの音楽家 3人とで、大阪万博記念公園の中に
あるパビリオン（鉄鋼館）において、音響彫刻ライヴとワークショップ『鉄は熱いうちに打て！』
14．I 君作曲「白い箱」演奏風景




が 1969 年に来日して EXPO’70 のために作った 17
基の音響彫刻のうち “ 池田フォーン ”“ 川上フォー










音響彫刻ライヴは “ 池田フォーン ”（演奏：渡辺
亮／パーカッショニスト）とヴォイス（演奏：北
村千絵／声楽家、本学非常勤講師）の即興セッショ



























5．「Sound Sculpture Station 音の駅」の企画と実践
第 2章で触れた作曲学生の作品タイトル「Sound Sculpture 
Station 音の駅」は、元々この活動から派生したものである。我々
は、2016 年度の本学の芸術祭において、本学にある “桂フォーン ”
“ 渡辺フォーン ” そして “ 冬の花 ” を一般市民に広く開放し、作
曲学生と筆者の立ち合いの下に、自由に触って音を鳴らしても
らおう、という活動「Sound Sculpture Station 音の駅」を企画
し、実践した。































今回の「音響彫刻ライヴ vol.2」は、すでに “桂フォーン ”と “ 渡辺フォーン ”には我々自身




















































































フォーン ”“ 渡辺フォーン ”“ 冬の花 ” の響
きがいつまでも鳴り響いていた。
―　おわりに　―







共にぐるぐると回っていた。このコンサートが終わって、“ 桂フォーン ” と “ 渡辺フォーン ”
が本学に帰ってきた。その姿を見て、音響彫刻をこのまま「四季」で終わりにしてはならない
だろう、という思いが自分の中に沸々と湧き上がってくるのを感じた。1970 年の万博閉幕後、
制作を依頼した武満徹さえからも顧みられず、すべて解体されて地下室に眠っていた音響彫刻
のうち 2基が今、こうして伻って京都市立芸大にある、ということは、本当に奇蹟的なことの
ように思われた。
その修復の第一功労者マルティ・ルイツ氏をバルセロナへ訪ね、バシェの作った他の音響彫
刻をたくさん見て演奏したことは、バシェの音響彫刻が過去のものではなく、何より私たちの
目の前にあって、触ってコミュニケーションを取れる楽器である、という大事な一面を確認さ
26．音響彫刻の前で輪になって踊る 
27．終演後、音響彫刻の回りに集まる観客の様子
 バシェの音響彫刻の可能性を探る 97
せてくれた。そして、それと同時に、それらが楽器でありながら、奏法が確定されていなかっ
たり、時には予想もしない音が鳴ったりする、そういった、「従来の楽器」ではない面を持つ
楽器であることの魅力を、そしてそれによって、我々作曲者や演奏者に与える自由と限りない
可能性を、深く感じさせてくれた。
しかし、EXPO’70 のために作られた音響彫刻は、半世紀近くを経て、部材もいつ傷んでく
るかわからない。誰もが安心して触れるようにレプリカを作る必要を説く研究者もいる。今後
も、本学の彫刻専攻や芸術資源研究センター、それから万博機構、東京藝術大学先端芸術表現
科バシェプロジェクト、バシェ協会（フランス、日本）、そして個人の研究者などとも連携を
とりながら、バシェの音響彫刻の保存と普及に努めていきたい。そして音響彫刻という「従来
の楽器」でない楽器とコミュニケーションをとることが、音楽創造や教育活動にどのような影
響を与えるのか、今後も観察と研究を続けていきたいと考えている。

